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3.底泥中の有機性有害物質の実態および挙動に関する研究 
研究予算：運営費交付金（河川勘定） 
研究期間：平 14～平 17 
担当チーム：材料地盤研究グループ 

（リサイクル） 
研究担当者：尾崎正明，山下洋正 

 

【要旨】 
 近年，有機性有害物質による環境汚染が懸念されている。閉鎖性水域には，その流域内で発生・使用された有

機性有害物質が河川等を経由して集まることが予想されるため，それらの物質による汚染が懸念されている。特

に，多環芳香族炭化水素類（ＰＡＨｓ）による底泥の汚染が指摘されている。文献調査によると，ＰＡＨｓは水

試料での検出頻度は低い一方で底泥試料からの検出頻度が高い。また，ＰＡＨｓの中には閉鎖性水域の河川流入

部近傍での局所的な高濃度域の存在が報告されている物質もある。これらのことから，本研究は，閉鎖性水域内

の底泥におけるＰＡＨｓの分布状況の把握等，存在実態を明らかにすることを目的としている。16 年度は，閉鎖

性水域の底泥中のＰＡＨｓ等の有機性有害物質の存在実態に関する研究を継続して行うとともに，閉鎖性水域の

底泥中の有機性有害物質の挙動に関する研究を行った。その結果，河川等の流入とは別に，道路橋などから局所

的なＰＡＨｓ負荷がもたらされている可能性が示唆されるとともに，汚染の由来として排ガスおよび道路堆積物

が推定された。また，水域に関するベンゾ[a]ピレンの物質収支の試算結果によると，河川等の流入がベンゾ[a]
ピレンの主要な負荷源であること，ベンゾ[a]ピレンの年間堆積量を上回る量が底泥の浚渫により水系外へ搬出さ

れていることが推定された。 
キーワード：多環芳香族炭化水素類，底泥，実態調査 

 

 
１．はじめに 
 近年，有機性有害物質による環境

汚染が懸念されている。閉鎖性水域

には，その流域内で発生・使用され

た有機性有害物質が河川等を経由し

て集まることが予想されるため，そ

れらの物質による汚染が懸念されて

いる。特に，多環芳香族炭化水素類

（Polycyclic aromatic hydrocarbons，
以下，ＰＡＨｓ）による底泥の汚染

が我が国の湖沼においても指摘され

ており１，２），底泥中でのＰＡＨｓの

存在実態の解明が必要である。２～

６環の主なＰＡＨｓの構造を図－1
に示す。16 年度は，達成目標①「底

泥中の多環芳香族炭化水素の存在実

態の解明」のうち，閉鎖性水域の近

傍における道路交通の直接的影響に

ついて検討した。また，達成目標②

「底泥中のベンゾ[a]ピレン等の挙

動の解明」のうち，ベンゾ[a]ピレン

naphthalene

acenaphthyleneacenaphthene fluorene phenanthreneanthracene

fluoranthene pyrene benz[a]anthracene chrysene

benzo[k]fluoranthenebenzo[a]pyrene dibenz[a,h]anthracenebenzo[b]fluoranthene

benzo[ghi]perylene indeno[1,2,3-cd]pyrene
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benzo[k]fluoranthenebenzo[a]pyrene dibenz[a,h]anthracenebenzo[b]fluoranthene

benzo[ghi]perylene indeno[1,2,3-cd]pyrene

図－1 多環芳香族炭化水素類(ＰＡＨｓ)の例 
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等の流入・流出河川

による移動および底

泥における分解につ

いて調査を行い，物

質収支の試算を行っ

た。 
 

２．底泥中の多環芳

香族炭化水素の存在

実態の解明 
 閉鎖性水域の底泥

中のＰＡＨｓの存在

実態の把握のため，

関東地方の比較的人

為的な汚染が進

泥を採取し，Ｐ

2．1 調査方法 
 調査対象とした水域Ａは

も調査を行った水域である。

主な流入源とな

点で底泥試料を

ピレン（ＢＡＰ

定されている値

いと思われる水

 15 年度は，閉鎖性水域へのＰＡＨｓの流入大きな

流入源と考えられる流入河川や橋に比較的近い点で

試料を採取して測定したところ，４環以上のＰＡＨ

ｓの含有量が高くなっており，流入河川からもたら

されると考えられるＰＡＨｓが，河口近傍で沈積し

ている可能性が示唆された。一方，水域のほぼ中央

部を縦断している道路橋による自動車交通の影響に

ついては，明確な結論は出なかった。 

これらの結果を受けて16年度は，道路橋の自動車

交通の直接的影響をより詳細に調査した。水域Ａの

概略と調査点を図－2 に示す。試料採取は秋期およ

び冬期に行った。試料は○で示した４点で表層試料

を採取した。ポイントＡＣ１は，道路橋より約 300
ｍ上流の地点であり，道路橋の自動車交通の影響を

受けない近傍点として設定した。ポイントＡＣ３は

道路橋直下であり，雨天時の路面排水が落下する，

最も自動車交通の影響を受けている地点として設定

した。ＡＡ１およびＡＤ１はそれぞれ水域への流入

および流出河川の水域に接する付近の地点であり，

比較対照として設定した。 
 底泥試料中のＰＡＨｓの分析は，環境庁マニュア

ル３）のＢＡＰの分析方法を一部変更して 15 年度に

用いた方法を採用した。この方法は，底泥試料を加

熱還流アルカリ分解し，液々抽出した後，シリカゲ

ルを用いてクリーンアップし，ガスクロマトグラフ

質量分析計（ＧＣ／ＭＳ）で検出する方法である。

水域Ａの試料について用いた分析方法の主な流れを

図－3 に示す。 
 定量対象物質は図－1に示した16種のＰＡＨｓお

よびベンゾ[e]ピレン，ペリレンとした。 
 
2．2 調査結果 
 表層におけるＰＡＨｓの測定結果を表－ 1 に示

んでいる水域（以下，水域Ａ）の底

ＡＨｓの含有量を調査した。 

14 年度および 15 年度に

14 年度は，ＰＡＨｓの

りうる流入河川や橋等から離れた地

採取して測定したところ，ベンゾ[a]
）に関しては，これまでに日本で測

の範囲内であり，より汚染程度が低

域と同程度であった。 

図－3 ＰＡＨｓの分析フロー 
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図－2 水域Ａにおける調査点 
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表－ 1 ＰＡＨｓの存在実態 
River AA River AD

ＡＡ１ ＡＤ１ ＡＣ１ ＡＣ３
2 Naphthalene NAP 20 74.2 40.6 55

Acenaphthylene ACL 8 26 17.1 23
Acenaphthene ACN 9 11.4 4 9

Fluorene FLU 21 37 11 25
Phenanthrene PHE 104 103 29 93

Anthracene ANT 18 25 15 24
Fluoranthene FLR 172 154 39 165

Pyrene PYR 184 130 32 167
Benz[a]anthracene BAA 66 47 9 63

Chrysene CHR 104 75 20 97
Benzo[b+k+j]fluoranthene B(bjk)F 49 45 9 58

Benzo[e]pyrene BEP 60 55 10 77
Benzo[a]pyrene BAP 63 46 7 72

Perylene PRL 161 871 603 769
Dibenz[a,h]anthracene DBA 12 11 1.2 16
Indeno[1,2,3-cd]pyrene INP 93 87 11 122

Benzo[ghi]perylene BPR 80 68 10 100
Total PAHs without Perylene Σ16PAHs 1062.7 993.4 264.8 1165.9

Concentration of PAHs  [ng/g-dry]
Near the BridgeAromatic

rings PAHs and abbreviations

3

4

5

6
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す。ポイントＡＣ３はＡＣ１と比較してＰＡＨｓ濃

度が全体的に高くなっていた。 

４地点の底泥中のＰＡＨｓを測定した結果について，

自然由来とされるＰＲＬを除いた16種について，Ｓ

Ｓ当たりおよびＶＳＳ当たりの濃度ならびに存在比

率をそれぞれ図－4 および図－5 ならびに図－6 に，

総ＰＡＨｓ濃度及び等価毒性係数ＴＥＦを用いてＢ

ＡＰに換算した結果を図－7に，それぞれ示す。 

底泥中のＳＳ当たりの濃度（図－4）より各ポイン

トの汚染状態を比較すると， 流入河川ＡＡ１，流出

河川ＡＤ１及び道路橋直下ＡＣ３の３地点の濃度は

ほぼ同レベルであったが，４環以上のＰＡＨｓ濃度

は流入河川よりも流出河川の方が低い傾向にあった。

道路橋上流ＡＣ１については，他の３点と比較して

全体的に低濃度であった。ＰＡＨｓは疎水性が強く

主として有機物に吸着されて存在すると考えられて

いることから，底泥中のＶＳＳ当たりの濃度（図－5）

で比較すると，流入河川ＡＡ１において最も高く，

次いで道路橋直下ＡＣ３の底泥も高く，流出河川Ａ

Ｄ１は道路橋上流ＡＣ１と同程度に低かった。これ

らの結果より，流入河川の底泥は最も高濃度のＰＡ

Ｈｓ負荷を受けており，道路橋直下の底泥も局所的

ながらＰＡＨｓ負荷を受けていると考えられた。一

方，流出河川においては，底泥中の有機物濃度が高

いためにＳＳ当たりの濃度が高くなっており，これ

は湖内の底泥の巻き上がり流出等によりＡＤ１に到

達するＳＳ中では，流入河川等と比較して有機物の

占める割合が大きくなっていることによると考えら

れた。また，流入河川及び道路橋等の負荷源から離

れている湖内地点（道路橋上流側）ではＰＡＨｓ負

荷量が少なく，濃度も低くなるという湖内分布が形

成されていると考えられた。 

ＰＡＨｓの存在比率をプロファイル（図－6）とし

て見ると，流出入河川及び道路橋直下ではほぼ同様

であったが，道路橋上流(AC1)地点におけるプロフ

ァイルは５環以上のＰＡＨｓの存在比率が他の３点

と比較して低めであった。 
また，等価毒性係数4)によるBＡP換算値(ＴＥＦｓ)

（図－7）では，流出入河川及び道路橋直下ではほぼ

同様であったが，道路橋上流側と道路橋直下を比較

すると，総ＰＡＨｓ及びＴＥＦｓの両方で道路橋直

下の方が増大していた。これらの結果より，道路橋

上流地点へはＳＳに吸着して存在する５環以上のＰ

ＡＨｓの到達割合が低く，逆に道路橋直下地点では

道路交通の影響により総ＰＡＨｓ及び等価毒性ＴＥ

図－4 底泥中の SS 当たりのＰＡＨｓ濃度 
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Ｆｓが高まっていると考えられた。道路及び屋根塵

埃のＰＡＨｓプロファイルに関する村上らの調査結

果5)では，ＰＨＥ，ＦＬＲ，ＩＰ，ＢＰＲ等が多く

なっており，本調査結果と同様であることから，こ

れらの雨天時流出が主な負荷源となっている可能性

が示唆された。 
 

3． 底泥中のベンゾ[a]ピレン等の挙動の解明 
閉鎖性水域の底泥中の有機性有害物質の挙動を解

明するために，ＢＡＰ等の水域への流入・流出・底

泥への堆積，分解等の挙動を調査し収支計算を試み

た。また，採取試料を用いて実験室内において分解

実験を実施し，分解特性に及ぼす諸条件の影響を調

査した。 
 

３．１ 閉鎖性水域におけるベンゾ[a]ピレン等の収

支計算 
３．１．１ 調査方法 

 水域Ａを対象とし，図－2 に示す通り，主要な流

入河川３（ＡＡ，ＡＢ，ＡＥ）および流出河川１（Ａ

Ｄ）について，ポイントＡＡ１，ＡＢ１，ＡＤ１，

ＡＥ１において，河川水中のＳＳをろ過により収集

して，含まれるＢＡＰ等を測定した。これは，ＢＡ

Ｐ等が強い疎水性を持つ物質であり，主として固形

分に吸着した形で水系を移動すると考えられるため

である。また，水域Ａでは富栄養化による水質悪化

を改善するために相当量の河川水を導水しており，

ＢＡＰ等の収支に影響があると考えられることから，

この導水についても同様に測定を行った。ＢＡＰ等

の測定は，前述した図－3 に示すフローに従って行

った。 

 

３．１．２ 調査結果 
流入および流出河川における，河川水中のＢＡＰ

等の濃度（ＳＳ由来）を表－2 に示し，ＳＳ当たり

の濃度を表－3 に示した。全体的に，湖沼底泥と比

較してより高濃度となっており，その原因としては

河川水中のＳＳとして，堆積している底泥よりも微

細な粒径の物質が収集されており，これらが表面積

の増大に寄与すること，また藻類等由来の有機物を

多く含んでいること等により，より多くのＢＡＰ等

が吸着されていることによるのではないかと考えら

れる。 
 測定結果より，常に定量限界以上で検出が安定し

ていたＰＨＥ，ＦＬＲ，ＢＡＰ，ＢＰＲが，それぞ

物質収支を試算することとした。収支計算に当たり

考慮した要因を図－8 に示し，試算結果を表－4 に示

す。ここで，(1)流入については，河川流量は，利根

川下流工事事務所より入手したＨ－Ｑ式を用いて水

位から流量を算出した結果を参考にして設定した

（2002 年）。導水の流量は実績値を参考に設定した。

表－2 流入・流出河川におけるベンゾ[a]ピレ

ン等の濃度 
River AA River AB River AD River AE Channel AF

AA1 AB1 AD1 AE1 AF1
2 Naphthalene NAP 1.20 0.26 0.87 0.22 0.92

Acenaphthylene ACL 0 0 0 0 0.08
Acenaphthene ACN 0 0 0 0 0.03

Fluorene FLU 0.72 0.23 1.24 0.22 0.19
Phenanthrene PHE 2.06 0.62 2.01 0.84 1.05

Anthracene ANT 0.27 0.08 0.76 0.10 0.11
Fluoranthene FLR 3.01 0.86 5.83 1.34 1.08

Pyrene PYR 3.67 1.03 5.38 1.59 1.07
Benz[a]anthracene BAA 0.98 0.24 1.44 0.44 0.34

Chrysene CHR 2.26 0.64 2.99 1.03 0.67
Benzo[b+k+j]fluoranthene B(bkj)F 4.35 1.07 6.58 2.11 0.48

Benzo[e]pyrene BEP 1.85 0.44 2.22 0.75 0.55
Benzo[a]pyrene BAP 2.65 0.67 3.92 1.25 0.49

Perylene PRL 3.55 3.17 35.05 3.88 2.67
Dibenz[a,h]anthracene DBA 2.05 0.09 6.20 1.15 0.75
Indeno[1,2,3-cd]pyrene INP 28.31 0.61 131.57 19.73 0.08

Benzo[ghi]perylene BPR 3.37 0.52 3.03 0.92 0.63
Total PAHs without Perylene Σ16PAHs 56.8 7.3 174.0 31.7 8.52

Concentration of PAHs  [ng/mL]Aromatic
rings PAHs and abbreviations

6

3

4

5

表－3 流入・流出河川中のＳＳ当たりの 
ベンゾ[a]ピレン等の濃度 

River AA River AB River AD River AE Channel AF
AA1 AB1 AD1 AE1 AF1

2 Naphthalene NAP 273 520 22 30 188
Acenaphthylene ACL 0 0 0 0 16
Acenaphthene ACN 0 0 0 0 7

Fluorene FLU 163 452 31 30 39
Phenanthrene PHE 470 1236 51 115 215

Anthracene ANT 62 164 19 14 21

Concentration of PAHs  [ng/g-dry]Aromatic
rings PAHs and abbreviations

3

Fluoranthene FLR 688 1725 148 185 220
Pyrene PYR 839 2072 137 219 217

Benz[a]anthracene BAA 225 480 37 61 68
Chrysene CHR 519 1299 76 143 137

Benzo[b+k+j]fluoranthene B(bkj)F 993 2137 167 291 99
Benzo[e]pyrene BEP 426 897 57 104 113
Benzo[a]pyrene BAP 612 1362 101 174 100

Perylene PRL 816 6405 896 537 544
Dibenz[a,h]anthracene DBA 473 170 165 157 154
Indeno[1,2,3-cd]pyrene INP 6400 1223 3363 2729 17

Benzo[ghi]perylene BPR 613 1051 78 127 130
Total PAHs without Perylene Σ16PAHs 12755 14789 4453 4378 1740

5

6

4

(1) Inflow (7) Outflow

(2) Air deposition

(9) Sediment
dredge

(5) Sedimentation

(6) Raise

River
Water channel
Surface runoff

(4) Groundwater

River

(3) Bridge runoff

(10) Internal change

(8) Internal change

図－8 ベンゾ[a]ピレン等の収支計算の概要 

れベンゼン環数３～６の代表物質として適切と考え

られた。 
この中で，まずベンゼン環数５のＢＡＰについて，
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河川水および導水中の濃度については，表－2 の水

中濃度をそのまま用いるのではなく，ＳＳあたりの

ＢＡＰ濃度を求め，それに公共用水域の水質測定デ

ータ6)を参考に設定した年間平均ＳＳ濃度を乗じて

求めた。表面流出水中ＢＡＰ濃度は未測定であるた

め，控えめの推定値として，最も低濃度であった河

川ＡＥの値を用いた。(2)湖面への大気降下について

は，北欧における面積あたりの降下推定値 4μg/(m2･

y)を用いた7）。(3)道路橋からの路面流出については，

交通量は実績値8)を参考に年間 11.1 百万台･kmと設

定し，単位発生量を文献値より 0.2μg/kmと仮定した
7）。(4)地下水の影響および(8)水中での内部変化（内

部生産等）は微小と考えて無視した。また，(6)巻き

上げは，(5)堆積に含める（相殺）形とした。(7)流出

については，河川流量は(1)流入の総計と等しいとみ

なし，湖面への降雨および蒸発散による水量変化は

微小と考えて無視した。(9)底泥浚渫は，実績値9)を

参考に年間 8 万m3と設定した。(10)底泥での内部変

化については，表層部でのみ分解が起こりそれ以下

の層では嫌気条件であるため分解が進まないと仮定

した。表層部の半減期は文献値10)より 6.2 年と設定

し，表層に堆積した１年目のみ分解が起こると考え

ると，水中から湖底へ沈降するＳＳ中のＢＡＰの約

11%が分解され，残り約 89%が底泥化する計算とな

った。(5)堆積については，水中ＢＡＰの増加要因

(1)(2)(3)から，減少要因(7)を差し引いた値とし，水

中ＢＡＰの収支が差引ゼロとなるようにした。結果

として水中から底泥へ移行する年間ＢＡＰ量は約

118gと算出され，沈降ＳＳ中の平均ＢＡＰ濃度設定

値 7μg/kg-dryおよび底泥表層の含水率設定値約

56%より計算される底泥の年間堆積速度の推定値は

約 0.5cmとなり，約 0.3cmという既報11)および土木研

究所水質チームの底質年代測定結果12)（表層より

40cmで 1960 年代後半）らの試算値約 1.1cmの中間程

度の値となっている。底泥の堆積速度が遅い場合は，

堆積して 2 年目以降も水層より僅かながら溶存酸素

が供給されてＢＡＰの分解が進む可能性もあるため，

底泥におけるＢＡＰ分解の実態については，引き続

き調査が必要である。 
 試算結果として，年間に606.2gのＢＡＰが水域に

流入して488.7g(流入の 80.6%，以下同じ）が河川よ

り流出し，残り117.5g(19.4%)は湖底へ沈降するが，

そ の う ち 12.4g(2.1%) が 湖 底 で 分 解 さ れ ，

105.1g(17.3%)が底泥に堆積する。浚渫が行われる場

合は，268.6g (44.3%)が水域外へ搬出され，結果と

の反応が主体と考えられる。一般に，ベンゼン環が

５環以上のＰＡＨｓは，嫌気条件下では生物分解は

ほとんど進まないと報告されており，湖沼に堆積し

ている底泥においては，表層でのみ多少の分解が進

行している可能性が考えられる。季節による水温や

日照条件の変動，溶存酸素濃度により分解速度は変

化すると想定されることから，温度，照度，溶存酸

素の３因子をそれぞれ，10℃／35℃，明（約1100Lux）

／暗，嫌気／好気に設定した合計８通りの分解実験

を行い，ＢＡＰ等の分解特性を調査した。実験は，

表－4 ベンゾ[a]ピレンに関する物質収支の

試算結果 
(1) Inflow Flow rate Concentration Mass Flux

(m
3
/y) (μg/m

3
) (g/y)

Total 2.1.E+08 578.0
AA 3.0.E+07 4.9 144.8
AB 1.4.E+07 12.3 168.8
AE 6.5.E+06 2.3 14.7
AF 1.5.E+08 1.5 220.7

Surface runoff 1.3.E+07 2.3 28.9
(2) Lake surface air depositiArea Deposition Mass Flux

(km
2
) (μg/m

2
/y) (g/y)

Total 26
Air Deposition 6.5 4.0 26

(3) Bridge runoff Traffic Emission Mass Flux
(car km/y) (μg/km) (g/y)

Total 2.2
AC 1.E+07 0.2 2.2

(4) Groundwater Neglected
(5) Sedimentation Area Sedimentation rate Mass Flux

(km
2
) (μg/m

2
/y) (g/y)

Total 117.5
Net sedimentation 6.5 18.1 117.5

(6) Raise
(7) Outflow Flow rate Concentration Mass Flux

(m
3
/y) (μg/m

3
) (g/y)

Total 488.7
AD 2.1E+08 2.32 488.7

(8)  Internal change Neglected
(9) Sediment dredge Dredge rate Concentration Mass Flux

(m
3
/y) (g/m

3
) (g/y)

Total 268.6
Dredge 8.0E+04 0.00336 268.6

(10) Internal change Half-life Degradation rate Mass Flux
(y) (1/y) (g/y)

Total 12.4
Surface layer degradation 6.2 0.106 12.4

Water body balance 0
Sediment balance without sediment dredge 105.1
Sediment balance with sediment dredge -163.5

Included in net sedimentation

して 163.5g(27.0%)が余分に除去されることから，

ＢＡＰ収支はマイナスとなり，底質が改善されたこ

とになる。 

 
３．２ 閉鎖性水域の底泥におけるベンゾ[a]ピレン

等の分解特性の把握 

３．２．１ 調査方法 

環境中に放出されたＢＡＰ等は，条件に応じて，

光化学分解，生物分解等を受けることが知られてい

る。水質汚濁の進んでいる閉鎖性水域の底泥におい

ては，光および溶存酸素が不十分であり，水深の浅

い地点の表層部を除いては，暗条件，嫌気条件下で
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300mL容量の三角フラスコに，水域ＡのポイントＡ

Ｃ１およびＡＣ３にて採取した底泥を約２：１の比

で混合して約250mL添加し，温度条件については低

温室／恒温室，照度条件については蛍光灯による照

射／アルミ箔による遮蔽，溶存酸素条件については，

無曝気／エアーポンプによる曝気，によりそれぞれ

制御した。サンプリングは１回あたり約70gをスタ

ート時，２週間後，６週間後，１４週間後の計４回

行い，サンプリングにより減少した体積は，イオン

交換水により補充した。２週間後までは，好気条件

の曝気は水層のみ行い，２週間後のサンプリングも

表層のみ採取した。それ以降は，底泥全体が曝気さ

れるように好気条件を設定し，サンプリングも底泥

全体を撹拌して実施した。 

採取した試料のＰＡＨｓの測定方法は図－3に示す

方法とほぼ同様であるが，HP5MS(5%フェニルメチル

シリコン)カラムを用いて行い，測定対象は図－1に

示す16種とした。 

 
３．２．２ 調査結果 
分解実験の結果について各ＰＡＨｓの変化を図－

9に示し，このうちＢＡＰの値を表－5に示す。図－

9より，ＰＡＨｓ全体としては実験期間の経過とと

もに減少する傾向がみられるが，３５℃，暗条件に

おいては，途中で減少していたものが最後の14週間

後で増加するという説明困難な結果となっており，

データ全体を単純に解析する限りでは有意な傾向が

見受けられなかった。分析においては変動係数が

2.5%(NAP)～35.6%(DBA)であり，分析誤差が影響して

いる可能性も考えられる。 

また，ＢＡＰについては，照度因子と温度因子，

溶存酸素因子との間でそれぞれ交互作用が見られ，

分散分析で有意な結果が得られなかった。10℃，暗，

嫌気の条件下においてもＢＡＰが14週間で約45%分

解されるという大きな分解速度となったが，こうし

た条件下では難分解であるという既報とは異なる結

果となっており，また，10℃，明，好気というより

有利と考えられる条件では約13%の分解にとどまる

など，現時点では整合性がとれた説明は困難である。

今後の課題としては，物質毎にデータを精査し，分

析誤差を排除して何らかの有意な傾向が見いだせる

か再検討が必要である。また，再実験による確認も

必要であるが，その際には，例えば温度条件範囲を

変更するなど（35℃が高すぎる可能性がある），条件

の見直しも必要である。 

 

4．まとめ 
 本研究は，閉鎖性水域内の底泥中の有機性有害物

質の実態および挙動を把握するために，ＰＡＨｓの

存在実態を明らかにするとともに，ベンゾ[a]ピレン

等の挙動を解明することを目的としている。 
16 年度は，達成目標①「底泥中の多環芳香族炭化

水素の存在実態の解明」のうち，閉鎖性水域の近傍

における道路交通の直接的影響について検討し，次

の結果を得た。 
（１）閉鎖性水域の近傍の道路交通が底泥中の局所

的なＰＡＨｓ濃度の増大に寄与していると考えられ

た。 
（２）河川流入部や路面排水流入部において，道路

及び屋根塵埃由来のＰＡＨｓ負荷が底泥に堆積して

おり，湖内でも汚染の影響をあまり受けていない部

分とで濃度分布が生じていると推察された。 

Tempereture(oC)
10 35

Light Anaerobic

(1) PAHs profile change in Case 1 (5) PAHs profile change in Case 5
Aerobic

(2) PAHs profile change in Case 2 (6) PAHs profile change in Case 6

Dark Anaerobic

表－5 分解実験におけるＢＡＰの変化 

温度 照度 溶存酸素 0 2week 6week 14weeｋ
CASE1 低 明 嫌気 36.9 31.2 31.4 29.1
CASE2 低 明 好気 36.9 33.0 32.2 32.1
CASE3 低 暗 嫌気 36.9 34.4 36.8 20.3
CASE4 低 暗 好気 36.9 45.6 45.2 20.1
CASE5 高 明 嫌気 36.9 29.0 28.4 27.4
CASE6 高 明 好気 36.9 28.9 25.8 23.2

実験条件 ベンゾ[a]ピレン濃度（ng/g-dry）

(3) PAHs profile change in Case 3 (7) PAHs profile change in Case 7

Aerobic

(4) PAHs profile change in Case 4 (8) PAHs profile change in Case 8
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図－9 分解実験におけるＰＡＨｓの変化 

CASE7 高 暗 嫌気 36.9 33.4 23.5 27.1
CASE8 高 暗 好気 36.9 29.1 27.7 44.2
温度：低　10℃，高　35℃
照度：明　約1100Lux



 
また，達成目標②「底泥中のベンゾ[a]ピレン等の

挙動の解明」のうち，ベンゾ[a]ピレン等の流入・流

出河川による移動および底泥における分解について

調査を行い，物質収支の試算を行った結果，以下の

ことが明らかとなった。 
（３）河川水中のＳＳには湖沼底泥と比較してより

高濃度のベンゾ[a]ピレン等が存在していた。これは

粒径が小さく，有機物を多く含んでいることによる

ものと考えられた。 
（４）ベンゾ[a]ピレン等の物質収支の試算結果より，

閉鎖性水域への流入としては，流入河川および導水

中のＳＳ由来のものが主要であり，水域からの流出

としては，流出河川および底泥浚渫が主要であると

推定された。 
（５）閉鎖性水域におけるベンゾ[a]ピレン等の挙動

予測においては，導水等の外部要因に関するデータ，

底泥における分解速度などのパラメータを正確に取

得する必要があり，今後の調査が必要である。 
 
なお，本調査研究は，運営費交付金（治水勘定）に

より実施されたものである。 
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